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加加－期場

書書
作の

込望

成作日申希１限所

時時時

の成以
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結 るる

め、

と定は

うに金

よ 札

き務帰

と義に

るる道

す

合。が

入

、不す

はの属

庁約

し 同丁同契

札 合４

締

う 舎６舎を

よ 庁目

と ２番

結 会す 階

号し 議る

な
き 室のと 議額い 会室金

は

屋

庁陣

同字

合２町

、 分

２町

舎
階

管管す

課課望

３ 堂－ 講
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島原島込次１

す
る契
人を
法約 日日

前前

苫苫苫室室北松松

市道－郡

小小小蘭蘭海

道１幸胆１松

牧牧牧－
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でと

に

住渡地

た引払

ねの売
かの

含日利

をの権

宅し

ア年を

、５定
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六地地

をにが

科で事

学ま知 者成

た見は

め業又

修卒

所
業

成卒

平を

年し



出

だ３るお

合合た年すな

閲格格

平 覧証者し月こ、

成 と平 場書に、

十 所のは６日。成

四 交、の

年 月年 付合

十 北格の）３

北 海

８９
お
験む格発

印で受受お合

外る票願ねの

章道き験

日

はの。の書１発表 又
験付受間

署受交を週表

よでしま平

に者理前

名

道 公 報

７

し載明師受

たし４書４免験

縦たのの許手
を数
に セのかに得料円 ６も

当こ相 ン）ら該た

メ受ますと当 チを

第

６

書出に履平

アイウ提次

平郵留直書掲歴成

成送と接類げ書

のす持る年

こす類看

年場る参書准

合
月はとるを護

号

道道出
提

アイ
住市

にに幌間

内外札期

をを央

所所中

住

一 海証書ま月

月 道書類で

一 保をとに日

日 健交し北

祉す修道）

福付て海月

地。見健で

部る業保ま

金

医証祉修

域込福に

曜

課書地証

療明部業

日

り北たで成
、又域明

消海とに

す収は願３

印道き出年

る入、者月

こ証試に

。が会付

と紙験送日

び。

手及る）

入場す金

験でるをす

な験

き受

で

にす額 ト者に者証る ー

の 、真当ある面 ル写該
帳るて面北 横台すっ書

所に、道

セの者は海 ４
欄っ国入

チ定あ外収

ン
はは看紙

ーにての証

メ

。場添師
ルり、護を

ト

、

合付試 日封
筒月はし験

、た受 月の
に提験者

）表日各受験

か
ら金出願整

准）先書理

で就提ー

日看まのをカ

護
試消時す

金師の業出ド

）

北

有有区

ま験印間る提

に西

者者条

るる３

すす
てて目

っっ丁

ああ６

に
の海

そ北話

、、電

はは
住道

課は

立卒療又

道は医書

所込修業

健見へ卒

保業
明書

支明証明

・証業証

び提又提

及を書を

所書
業る

樽し卒す

小出は出

場の

い上

保者証こ

市た

便を

郵項

、事

は意

合留

替受

為た

小し

額載

定記

験

の付修師受

よ票

に験

真る校願

写け業学

こ見を書

面。）業所

裏と込卒の
に

撮明、欄

に）証し定

は外り

年又はは

影書又

、

及業にけ

日卒国付

月

と前

で願の中こ出
びお

す在る提。６

と書あに

。」のす月

る中も出か

とに

朱有こ内

とをる以
し

のす帽

きと。脱

書効

－

易面

簡正

、。て

上る

所保
地健
所祉－ を福
管部

健療線 保医内 る域
す地

所課
－

で

所、書が

健は明と

）

名愛小医麻

成提き

平を

イ人北

会科法

光児療生

を

ー咽院

タ鼻病

ン耳見

担

がの

と験

こ試

る

北

身当 海

さ平 道

せ成

体 の年

告障 上視

る 示害 、覚月

医年 第者 北・２

療 福 海聴日

機月 道覚

１込１て１願

氏見い出

護の

を通）通看通者

名
記証

口よの受部受

にそ祉書
し 験頭る他験地験

き 受

書医書
、 者に開願域願

本よ示

１ら

書か
人る請、療用

は影

又通撮

留

頭

開総開平祝開北口

の
を道に

示合示成日示海

に す得を

務る

る点行年関行総よ

内う３すう

者へ験験

い課試受

な療
の人

つ業果本

に修結者

り科

通喉

て明口か

い証

松三

市市

達見

所伊北

称

ヶ輪

枝

８

在町－

祉

番

関１ 号

健音）を日

法 保・月

和 祉機での
昭 福声ま次

部能にと
法 域は海り

年 地又北お
第 療語保定

律 医言道指

課機健し

及能福た

道障部）

びに祉。 号

及等切 で開求履課紙円

請行書びを手 あ示は歴

こ求う及道郵

る

ので部 とをこび内便１

うが成最請の を行と平
寄求場 証
明こで

のる）

すとき年りす合

でい護保場を

るがな准

はっ

のき。師健合は

も
る試所

所法示

容期月る場部開

法 間

文求

日律制請
行要

）和課必

金昭書に

か

報類

４法情書

ら年政な

第セ

月律

ン 日

タ 号

示頭

、又開口

は書頭ら

業よ

成卒に

平は

請

月書示

３明開

年証る

を
出が

日提求

関

地

８
地

）るっ

月すあ

枢る鼻す

北担医中す耳

すの 道神医咽る

当療 海
べ種

知経療喉医

七

第

堀
き類関に

事に科療

内害地

のを域
課２

寄す療の

最有医条

保でで１

の者ま第

りる
出規

所験しの

健受申項

求望こに

請希る定

にを

、た
るる。り

すすとよ

転は受お封あ

運者験に
者ての先

免受験い筒て
に記

証者整配表明

許験
旅人カすの

、本理布
ド。看信

券にーる准返

用師封

）るの護用

等限
たは験

持ま紙試筒

を。
参

）及 ） 月ー

す、、願角

す支 定 で各 規 まび に

政 日 し行 休 だの る た庁

日コ く 曜報 除 土情 を 、

場

午こた

日ナ ） 、ー 。

次

時、

５。合

後と
北験

に試

でり

まよ

分に

平同

健開

保を

道果

海結

定成

指
達年
月 也
日

医

。、生

とは更

こ者、
を

成療

平

こ話海請号

る電北書２

。の保」を

とで道求）

曜ー

頭福朱封

口健と同

る

祉す

福示

民
国
び

及
日

医
域

地。

部



次 北

土の 海

と平

北第

道地
お成 海告改
り 示良 道号

役年 第法
員
の月 昭 魚

住１ 号

物所日

和 廃

北 海

登北第

２

ヤ函大録海 マ館規番

売

電亀小

ダ市模号道号

町舗合

テ本店肥混

機田
ク７を有 料 ッ

道 公 報

し１ 北

大た 海

規意平大

な

道

模見成規 い

告

模 え小及 示

売び年小 第

売

調

店同 剤舗条月店

立第１舗 薬号

局地２日の

第

鋼沼 ヶ リけ

クた日緑長

ク耳調

記調 ッわ丘 ニざ

局

喉薬 病薬 咽剤 鼻念剤

科院局

号

い
わ

さ

平内

成科
十循
四環
年器
十科

届
律 肥の

法 工更
年 加変

出
第 料

が
あ 号
っ ）

廃た 第 魚

。

工

第 加

条 物

ン１置質

ラ番設の機

肥

館者

函る類料

ドす肥 種

店の
氏肥

名

称

合 名の

は混 又料

名

の称

法項名

有 及

に所

井成定び

奈平規及

江

法り地

町年よ在

律述
ら 地第べ 番

室帯長

第意
）た

号れ ２
銀

市市市町

広蘭広沼

帯

座

西新西

富

丁

南１南２

条町条南

３丁

４番

目５目１

丁目丁目

番

一
月
一帯

日

西
市

広
条

金南

曜

目
丁

日

よ

窒り加に
定

規
の 料

項
江

全、 全全 酸

り 素里 ん

別

量量量

土

加

並
所

住称機

び

良
改

地

酸 素里 に証ん

び保窒り
量量量

人分全 全全 法成

に量

あ％ っ

の
８見

代そ含量

は
て）

、海

項は北

１要
第概

条
にと事

定の知

規次道

の

同町あ
市で
りり堀

よお
村る

番

医腎医耳関歯す
号２号

る矯医

療臓療鼻す科る

科療に

関喉医正療

に咽

医小

同同同同

るに関

す すす

関関

にに

腔療腸

口

理監

、
ら

か
区

成
平

るる

、

表有は

氏
・別
の 事

事

規

氏さ定

の許公 の 者を
有の
る格

他れ

北

肥害と の 海

料平成お 道

取成分り 告

の 規 締 示

法年最 第

格大

昭月

取
聴也

ら
か。達

覧前

北北縦平す縦午

関
法時９

海海覧成る

道道期

か

経渡間年律間時

３４５

済島

国出法見見縦

市同意意

村道道入第書の覧

町市

覧所

か亀５口８の縦場

拡交第出

ら田号を条提

聴本

桔
社西
会市
式館
株函

名

名

館梗
函

更
住

変

和１ 号

日名釧
業

第工

律生成

法化

年路
株

条
７称社 産 第会 ）式 号
の

地庁１和午

部支月昭ら
後 域商日

産工年５

業労金法時

課働）律

ま

観か第分

光ら

で 号 課

定
規 日に ２） 月

工点項な

取町幅差２は
規。

た号事及のし

し１

に

見と伴横定

意線にび
り

概道中歩よ

の国う断
らべ

号分か述

要５央道
れ

の帯５ら

と離

遊町

差店以た

交と

機
地 売番 販

変
前

本
山

役
締
取
表

代

規住釧

堀更

事
知
道

海
北

毛 り楽 よ大 に業市 定路

、北 次
料１ 知 肥地 道者 の番 海

所 を事

で休 まる ）す 月

録堀 登

を
日

曜
土） 、。 日く 曜除 日

出離見

部舗上意

び
及
日

要

隅口等概

の入すの

分

法

つつ場

にに車

切等駐
議術

協協技

てての

いい
ここを

るる準

すす基

議

市
恭

八

後

也
達所 。録成 た登平 し

達年
月 也
日

守

とと遵

に
日
祝

の
民

国

。
と
こ

る
す

。。



２
狩縦石縦

石ア

平 空覧狩覧一

成 知図空場般

十 森書知所民

四 林地有

年 計域林

十 画森

北 海

覧志覧一道

縦後縦
アイ

有

書振所民有

図胆場般

森
域林林

地

道 公 報

後

な面がそ計

書と林１

提課成志

おにでの画平

胆

、、き

意る出と

森

見氏。先す年振

を名はる

は札１計

述又、。月林

よ名幌日画

べ

第

知覧 北

森、に

益

海

上供

土

道

川す

林 地平

告

北る

法 改成

示 良

部。 第

の
昭 区年

和 の

３ 定月

森 号

の日林
年 款１

号

北

土 海 理

道地
告改
示良 事

第法
昭 坂

号和 本

一 区林

月 に計北道く

一 係画海空り

日

地水支ン

る書道知セ

森）林経ー

域案産庁タ

林及務済、

金

画森森林知

計び部部空

曜

案計計課づ

の林林務森

日

計北道ン後

林

画画、く

書道振ー森

画海胆タ志

水支及づ

）林経胆り

案産庁びく

び部部森ン

及務済振セ

林林務くー

森森林づタ

市区

画画、セ

計計課り

すび央係

と及中に

う称

３域

者所北地

る住区る

平見西林

、意条森

はと
述丁画

成を６計

る案

年べ目の

第 更画
律 変計

法

月理郵

を区

認に
５

た地 第

しる ） 可係 号
画 項
計 １
林 第
森 条

。域
の の

江

第
律

法 造

年 厚
別

江第

上）

市号

別

条
第

、海セ

図課北り 地

２ 番

、

道志ー

海後タ

北道ン
済森

支経志

狩庁後

石支
部務り

済林く

経部づ

庁

図課後ン

務、ン

林課セ

浦

海づ豊

北森ー

、志タ
ン所

志セ務

後り事

道く
振
部胆
済、
経ー
庁タ
支

号

日」番

２由便

務森
林

で記
まを

北 に載

道

知し－海

事た

知 に書
添海堀

見を北

意面）事

を提産

容て水

内え道

の

計 り
林 よ

森 に
を 定

案 規

知と す

道図 立

海画 樹

北

、 志

堀に 後
も 、

事と る

に

江定
規

の
項

の 振
次 胆

成

み平

め、

ゆり

市よ

別
野
南
町年

１

森及

、狩ー

課石タ

番月

海づび

北

場般

島覧一道

渡縦
アイ

く
課づ

地有

山所民有

檜

書と林１

海セ
北り
、

にでの画平渡

面がそ計

檜覧

、き提課成島縦

る出と

森書

氏。先す年山図

名はる

務

記出林達

又、。月林

に

たこ森

しる部也

載す

部 北

森、係な 海

日るお 道

高地、

林 自至

告

、域意

法
示 平平

上森見 第

川林を

昭 成成

和
南計述

也り 狩
お 石

達と 、

年年

４

空縦

一道期

縦上縦覧

アイ縦

民有

図北場般間

覧川覧
地有

書部所

地

北
川

イ上
３

浜

１、

の日

林
森
域林林

林

有森
部

道

檜く檜島

計北道づ北渡
事部

変道山り山東

画海

計産庁ン務森

更水支セ

務済ーく

画林経タ所づ

部部、り

書
）林務山ン

案森林檜セ

市区

名幌日画

は札１計

住区る

び央係

及中に

称

林

意条森

と３域

所北地

目の

述丁画

を６計

見西

べ

部画べ 号年

２留変う

法 月月、のよ
案す

第 日日萌更と

律 １

、
宗をる

、 第
、林は ）谷森者 号

西図成 条
走画平 ５

網計

第部と

上

林
森
域林林

、と年 ４

道部北

画海北川

計北川
水森部

書

りく

）林くづ

案産づ森

森森ンセ

び部セり

及務

空に
区
画

林計

林林タン

づづ地

森森る

知知係

空

計

セセ林

りり森

くく域

森タ

ーーの

タタ画

ンン

く、

び画、づー

及計課
セ島

林、島り渡

森課渡
タ部

画海部ン西

計北東
く及づ

渡づー森

図道森
支りびく

島

九

森ン

経ン山セ

庁セ檜り

る変

部ーづタ

済タ

を号

」番

由便案

理郵更

記

北 載

道

し－海

た

知 書
え道

添海堀

を北

面）事

項網も
日 定
東、２ 規
走に月 の

釧とで よ
、のま に
部次

事 更
根り知 変

路おに り
びに意 る
及覧に す

室縦
内 島

勝すの 渡
十供見 、

画画名ー

計計ータ

のる

上
道
海

北室
、分

図課寄

び
砂及案

部
済

経
庁

支
川

り
く

づ
所森
務振
事胆

川

り及

林、くー

ー
タ

ン
セ

、西ン後

課島セび

務渡

て水

海森ー森

北部タ志 る部也

す務

出林達

提産

。容 檜

こ森

振
計載 胆
林記 、

森を 山

び
及
課

務
林

東区た

画し

上



６

一道森

縦留縦谷

アイ宗

有計

図地場般林

覧萌覧
林林区

森有画

書域所民

計に

林

北 海

５

一道森

縦上縦萌

アイ留

有計

図南場般林

覧川覧
林林区

地有画

書部所民

森に

域

道 公 報

４

一道南

縦日縦川

アイ上

有森

図地場般部

覧高覧
林林計

森有林

書域所民

計画

林

第

３

一道森

縦胆縦高

アイ日

有計

図東場般林

覧振覧
林林区

地有画

書部所民

森に

域

号

振
胆

２

平東

成部
十森
四林
年計
十

萌地

変北森留る

画係

画

づ森

計道く森域

更海づ
り計

書産セく林

画水り
林ン

）部ーンの

案務タセ画

び林びー更

及森及タ変

る

林係

林画萌

森計留案

域

画海部川地

計北南上

林

更水づ部森

変道森南

画

画林りづ計

計産く森

部ンりの

書務セく

）林ーン更

案森タセ変

区

び画びー

及計及タ案

海森高係

変北高日に

画

水くづ地

計道づ森る

更

林セり森

書産りく域

画
）部タン計

案務ンセ林
変

び林ーの

及森ータ画

振胆る

林係

林画更

森計

づ森域

画海森振地

計北
りく林

更水くづ森

変道
ンセ画

画林セり計

計産
部タンの

書務

案

）林ー更

案森ータ変

び画

及計

一区

月づに

一く係

日

ー林

タ森

ン域

セ地

りる

金

画
計

曜

変
の

日

図北く

画、づ

計課森

更

支ー
萌タ
留ン

道セ
海り

林所
部務
済事
経塩
庁天

計北南

林、川

森課上

務

川く
上づ

図道森

画海部
部ー
済タ
経ン
庁セ
支り

北

画、

計課案

務良
林富

部
済
経
庁
支
高
日

道
海

図

画海

計北

林、

森課

務
林 林
部
済
経
庁
支
振
胆

図道

萌
留
、
課

案

務

森覧勝覧

勝縦十縦

イ十

有計書域所

林図地場

道

川所
上務
、事
課野

画森

９

路覧一

路縦釧縦

イ釧ア
所民

室図根場般

道根覧

び
及
課

林地有

有森書室

８
日

走覧一

走縦網縦

イ網ア
所民

部図東場般

道東覧

び
及
課

林地有

有森書部

７
胆

走覧一

一走縦網縦

網ア
民

民部図西場般

般西覧

林林地有

有森書部所 所

図地場

覧谷覧

縦宗縦

係画

に計

林区林

森
書域

根タ路地更

道ン釧る変

支及づ森画

室ー森域計

経釧り計

庁びく林書

部森ンの）

済路セ画案

務くー更び

林づタ変及

計北

区林

画森

林計域林

変道

東走係画海

走網に

計産

森部地更水

部東る

書務

くづ森画林

づ森域

セり計部

りく林

タンの）林

ンセ画案森

計北

区林

画森

林計域林

変道

部走係画海

西網に

計産

づ部地更水

森西る

書務

りづ森画林

く森域

ンり計部

セく林

ーンの）林

タセ画案森

北

北森区林

画森

計域林
道

道く係画海

海づに計

産

産セ地更水

水りる変

務

務タ森画林

林ン域計

森計部

部ー林書

計
林

計の）林

林画案森

書
画
計

更
変
画

林

課り及案森

び
及
）
案

タ勝画

釧ン十計

、セび
別く

づ音づ

森ー森図

路
ン所ン

セ務セ

り事り

く

タ変及計
根

、
ーー

タタ

林、

案森課

ー更び画

ー

庁
支

路
釧

図道

画海

計北

び画

及タ変及計

部
済

経

走林、

網案森課

びー更

網

森図道

部画海

西計北
済

ン経

セ庁

り支

く走

づ

更び画

画変及計
ー部

タ

計北

北林、

、案森課

課

走

谷網

宗図道

道画海

海

部

部済

済経

経庁

庁支

支

図
画

計
林
森

林

一
〇

、
課

務
林

セ
り

く
づ

森
室

務及

事課

軽務

遠林

海
北

、

及課

課務

務林

網

所び

谷走

宗網

び



アイ

指

平 立町立

成 木木 主主村間 定

十

施のの 伐伐森伐

四 伐伐 はと林に

年

採採 業、し整係

十 択て備る

北 海

定１ 北

森す 海

る平 道

。成保指

林
告法
示安

年 第林定 昭
和

月のの １ 号

日

所 年

道 公 報

目

平解場保た解

１２３

予林的

成除所安

除

保し

年定と

の

日の定理

１林指

月安て

第

定 北

森を 海

解 道

除
林 縦自至

告

す
法 覧

示 期平平

る 第

予
昭 間成成

和
定 年年

す 号年

月月る

号

林林

有
民有

般
一道

アイ

のの一 要伐伐計森

月 に採画林 方限

一 件法よをでは度

日

るの

。るめ次

るす定、

が準お

と標と

こ

金

き期と

で伐り

曜

立以る

る齢す

日

的

第場 律目 在 法

木上。

所
田に害 第

亀図干 ）
号

郡示の
分 ２

井部備 の

戸す防 条

由

所さ

瀬限 ２

字に 第

町

の理

塩砂定

天土指

在れ

町の消

富出の

豊流由

郡

１２。
法

サ
上備

字防滅

第 日日

律
第

）
号

勝

北森び十

１
第

２
の

条

り森づ

道く勝森

海づ十
セ

林ンくり

産セづく

水
足ンタ

部ーセン

務タり
務池

計事ー

林寄ター

森

す
該と

当の
、も

はの

画

市
る
す
在
所
の。
木る
立

） 規

来。 の

田る 項

村
町

、 定

町

に北

よ・
か 海

りら 道
知 、
次事以

に

筆 う

堀２で よ

上ま の

ツ
ベ

ロ

つ 保

に

北
事ら
知か
道９
海の

堀
の

次
、
り

よ
に

定
規

の
項

ま

、分

課所田

保
に

う
よ

の

十づ
道森

海勝
北十室

、
済タ
経ン
庁セ
支り
勝く

市
る
係
に

務樹
林大
部ー

条１ 北

端に 海

お平作 道

い成業

野
告

種

町
て 示長
準年類 第か
用 ら
す月

指の
也次 を

て 林

達い 安
解場保た解い
置

１２３

除所安目て

定との覧

除 予林的次縦

で

安て」供 の 保し図に

法

也
達

北

農律 海

林第平 道

成 水 告 支

産 示 次庁号 大年 第） の経

臣 と次済第 か月

２

指
の

林
安

おの部

アイ
木 主間 定 安立立

保指指

に の施のの 伐伐 林定木

支

勝及
十所
、務
課事

に

次庁

の経

、 おの部

と次済

る１公 号

第量

と法測

の同日共

次
お
り

３

測１・

共第級

公条２

定準

実規基

をの級

量項

る 理

林指はす

すに点

施

由略）

所さ省。

の定、
路の

河土道そ
、

し

在れ

中流地面

郡の用図

西砂

る海

内のす北

札出とを

村防

１ ら 号

の と」務、日 条 り図林

定 るび及の規 す及課次
に 。びよ

町保る の成によ 次大う
が り場林知 お役安通 と

え定っ は備指あ 」にの

採 業 所係係 の伐伐

た 、

要立森 目のの 在るる 採
件法のは度

木林 方限 場
て落をの

採次
伐、

所的
のの止お

遠次石禁と

久
に険ると

大図危すり

郡

務

り図林

町示の。す

成

。び

るび及

す及課

と」
り場
お役

と町
の井

次戸

量

るよ測

、え
は備
」に

あ
量が

測知
、通）

旨る
っ北 法

和。道 昭た海

一 知

一

備た道

律堀 法
年事

部

。務

林林

有産

国め水

道に課

海図山

北の治

次
分札

部中

事すび

知示及

略い解。 省置を

に内

堀

予

そ覧る

、縦す

して除

るあ

面すで

図供定

のに

森

係、

関）旨

び。る

及

部止。

字す防る

類林

書

分
都

。
・る

１限
のに

１、
の）

・
の
６

覧
、縦
して
略い

省置

以

。
及る
面す

図供
のに

そ

第 類
書

係
関）

び

也 第
）

達 号

備

）に

達。場

る役

限村

北
を法

え

也

道和

海昭

檜

北
を

い
つ

に
筆

３
上

山年 島
渡
道

海



川川川

区上上上上上上
下

郡郡郡郡郡郡

川川川
川川川川川

下下下下下
班班班

町町町町町町

川
班班班

北 海

２
路路

区沙沙沙沙道路道

郡郡郡の線の

流流流流

類名域

平平平平種区

郡

本字

町町町町

取取取取

字字

道 公 報

事１ 北

過を 海

疎次 道

地の道路道 告

域と路路 示

自おの線の 第

立り種区

促開類名域

進始 号

特す

第

第１２３ 北

函 海

平作作作 館 道

開成業業業 号 告

種期地 ） 発 示

建年類間域 第 第

設条 部月 に 長１公平福 号

か日共成島 お

号

業業
作作

２３

平期地
成間域
十
四
年平端

十

渓渓渓渓渓渓

成野

２２地３

番番番番番番
か先

先地地地先地

地３
らまかまらま

か先先先

町小道パ

変
間

でらでで

平道ン

小小
平平

ケ 番

４１地１連

番番１番風

ま

先先か先

地地先地線

道平

変
間

らでで

かまら

法別

置門

措。道取

別る

線

成
平

第
律

法
年

町 い ら測

次５ 準 、量年 て
す の座月 用
と標

ら 法 り換か 同 お変日 る
共９ 第 公）
月 条 測
量

項 実ま ２ の日 第

一町

月年

一
日

ら
か

日
１

月

金

成
平

曜

年

日

敷
別

の
後前前後 前

更

３

地
の

でらで

かまかまかま 幅

の
後前後 前

更

員らでら

敷
別

地
の

員らでらで

かまかま 幅

第
）

号
る
よ
に
定
規
の
項
１
第

条 北 に 了定 終規 がの 施で

、知 通 旨道 る た海 よ し
た
っ 法堀 あ 量が 測事 知

月

和。 昭

延

で
ま

日

の
と

等
道

国
長

延
長

一 国一
道般般

国国 等

の との 道道
間

平

そ週
２

工
の
道
町

の間

関、成

の間
係一
図般年

面の

達

は縦月

更

律
法也

年

北

道し

２３４

海

た 道

。
路 工工工

告 事事法 事

示 の開

第

種 区昭 始

和 の

成
平路

１
間類日

線 年

道
海

縦北
間

区
複

重

月名

土
川
覧旭

け 区
おお 複にに 重号号

覧室
道

海
縦北

間るる

け

海供
北に日

、覧１

土
蘭

整
路

道
部
設。

建る
道す

及
課

備

号

幸築成

律 枝枝改平

法
年

第 幸
郡郡
浜浜年号 頓頓

第

別別月）

町町
字字日

１

出出第

戸戸条

別
頓

浜
道

町
別
頓
浜

日
１

木

所所
業

現
場木

線
磐

常

覧
縦
の

次
び

所所
業

現
場

事

え知

備道

に海

所北

場

項

、
て堀

い
置

に

７１定

地地規

番番の

で、

かまり

先先よ

地地

道
海
北

を
域

区
の

路
道

ら

一知

二

ら
か也

日
の達

示
告

堀
事

也
達

変
り

お
と

の
次



道
海市帯室登上函

北
社区

平 会）広蘭別磯館

成 貢町

十 献村

四 賞名市市市町市

年
十

北 海

道。成

海た平

北し
定

表
彰年

規

１

則月

平日

道 公 報

４
路路里里

道路道区斜斜
里

種区斜斜

の線の郡郡
港西

町町

類名域里

第

郡郡

路呂呂

路道区常常
間

名域呂呂

区佐佐

線の

町町
間

号

３
種

郡郡の

川川路

上上道

班班
町町

川川類

下下

一 氏森西開本向

月
一 末村田間山

日

雄三
久

克昭吉紀英

名
又彦男

金

は

曜

日

成

団

公

第
則

規
道

海
北

年

道斜西町

に
）

号

道里町
先

場１地

車番１

停１番

間
ら

線かで

咲先ま

美地

武北北

富字字

変

士
線地地 間３７ 呂番番 佐

渓道

変
間らで

かま
先先

道

渓
かま

先先
地地

２２
番番

功地同同同同

名
体

らで

く
づ

基

功 内
療 の医

績域

表

の知

彰道

表海

事北

知
受事

賞
者堀

後前後 前
更

の

で次

まを

敷
別

の
地
の

前
更

員らでら

かまか 幅

敷
別

の
後前後後

地
の

でらで

かまかまかま 幅

後

員らでら

１
容労

らで
かま

種ま録

品第品た登こ
の 種

のね品品 登

属ぎ種

也

お
と達

番すの 号種 録

成

幌苗平

登札室種

決
り

市法

別蘭

平年 東

成
月

延

市区市

延

の
と

等
道

国
長

の
と

等
道

国
長

農見性 平オ 号る北特
は

ン び林交の 成ラ 及

概 水ダ 登
月 年植 ９か 録産号要 年

種入 日 日の導 ４ 月物ら

登子

び種

及た

類し

療第

堂島医律
法日
年１

谷田法
団第

一保社）

人号

雄久医

複
重

川項

大１

会第

修条

土
走

覧網
道
海

縦北
間

区

覧網
道
海

縦北
間

区
複

重

品
録親

土
走

種
の
名

と 道母 海を 北」 称

一

し 知

三

定

脳規

原の

見

堀北
、 事

次

病、

科り

外よ

経に

神

品

急り

同救同お
と

の

院

場木

所所
業

現
場木

種 医

場
験

達試
業

農

所所
業

現

れ
さ

労が
録 功

登 療

が

也

。
た



葉晩劣皮は

」色生るむ、

を北及種がけ抵

付もびで、は抗

しみ葉あ親少性

たじ先る系な強
、 １

細」枯。統くの －
胞、れ一と

北 海

２

録の

品第品た登こ、
代

種ま集 種

のね品品団 登

属ぎ種種
特

種 番すのは 号採 録

を 号る 平札 さ 及農性

道 公 報

球倒のる
交 重伏な。育

は、者

配 北は期お成年

で 見

、 交ツこ権

キ蘭のの 欧

ッ郎種続

州 号サ太品存

」

第
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に続 粉 品 性」。存 花 の

較間 と は 良比期 親 種 は

し 、てて と がしし 親 い
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、
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北 海

協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成 教札

おこ用 育

りのを年に 庁

付 一入受 石

般札け月 狩

競にる１

す

教

争係。日る 育

道 公 報

札の

入札申。入こ

入る
に札

に無者書入

札は込

載、

加すび記は

参効及

る。札す公

する落

第

出地同同の

提提敷内そ

出

び物セ
建 期場及建ニ他

法敷積
の 公のコ

物 限所

は小
域 平小北上地丹

地

成樽海の

号

約期札札

契の入入

定
９

の加加

書日参参
書者

成約込望

作契申希

要結のは

を締

一 等ンン品

月 のピピ等間

一 名ュュの

日

タタ様平で有

称ーー仕

成得

び等成平り

及
数

る 量５２年

金 式式入１年。

１札月

曜 月説６月

７明日 当

日

入る事
た台台書か日

局

札調項 告

達 示

以は 第

下、

号

入

北

と月
」４

札年
い

者者る開

。マ道

う日海

にが金す道

必な額る教 要いは。

育

資合建

な場、

庁 格は物

石

な入係

の、に

狩 い札る

教

の加費

者参消

育

市道規北樽
は

し者税

自

樽道岸
然 年奥小制海海

沢公

丁木志定
園 月１土後国
法

日目現森公

業づ園 昭

）１り
和 月番所く）

律 総タ
法 画ン

年 号企セ

日出次

しの提、

第 務ー

り

金らよ

代かに

、
は

入

道内の

海以定

北日所

に加

土で参

樽ま札

小）

り××及らを

現指申

木

校要月度

の５２び３限
に

単校
価求
仕日当

書で契

通体様ま該

）普

よた期

高自に。約

科不
。しを

学障るだ間

等由

す

護予長

）養、延

校害

シ庁

をケ育

）ラ教

学算

る作教

すで狩

施ュ石

実
政大

た
れ長

さ局

。成育

達
調内

府

局
入をび

た等及

告 札対地

示

税

入し費

びと消

及象方

契額

関意当

に随相

札た

件行め

条を含

る約を

す

部が

にうた

総管

管る第

課す）

務理号

財土
に

係地条
第
：く
積づ

面基
１
種

提

長場を

所の書

業定込

入る

行納す

発に出

が所
入こ。

納ると

るすこ

す

こ

校のる

に
書
知。
通と

５
内が
囲と

）範
執

便海話札入

郵北電入

育の札 号教号行

番道番
場 庁

４

る
す計

関
に主

申査
約 な審

らアイウ契

請請項 。請を
条 い申申

とと

違こ額

類っを 書行

３
。

たある

しもす

反

る件こ条こ

るあ条ると

該と該こ付件ろ

当こ当

よ

入 調を調と一付に

の
競般り

札 達証達。般一

物明物

特
別

２

域
）地

が

札の平格道

イ入次資

北にい成を
有行

海
道体海参ず

る指

札不道加れ年すう

指
、
り
よ

幌自真すに北

道 入入通海
普北

納納
ア

高札
科

及場 －石－所

狩

び 教－ 育日所
時 北局
海企
道画北海 内

幌務道教 線－ 札総海道
札育 市課

市石

中－幌庁
北 央

中狩

提とす

のた示 のの

海 区

期法先は所

出き場 時方

海結

平申け郵北査
審
、

書ば番道果

成請れ便

のら育申

年類な号教を
庁請 月提な

争競、

は

１出い－石者

にたに入争２

、 品し品

方 関者関札入の

地

、加で及

自 しでし参札
法 迅る要資あび

治 、あ
仕ののに

施 速こ求格る
令 ア。様審で掲

行 なと
フ書査、げ

和 ー記札資

昭 タに入る

サ載に格

と競

稲由駒るも海こ名

当告。争

西障内者該道

養護必す示入

高害養に

に

学護学要る第札

等
校学校なこ
。又す

及校及資と号関

海平指

北北はる

びび格

を

道道成名

海
恵手

学月 期場等幌
庭稲年停

、

平校
学

等

日所高
校寒

北

成

央教

６幌

月札

１道

年海

育 条北局教 ３区育道 北

西室石 ７条議庁 西３会
教 目７狩 丁

局 目送育 丁郵

一 企 に

七

合務 道場総 海る画 北よ

狩に

庁

日先。

教通 かの
示北局す

ら指育知

まよ道画。

日に海企る

成市課

作幌務

でり札総

書３

請北

申区

た央

し中

政 ビ要加有

年 ーの参を

第 ・等よる

令 ス件しす

メをうか

） テたすう

号 ン満とど

ンて者の 第 ナしるか

スいは審

体こかを の

のるア査 条

がをウ請 の

制とら申 ５

道れ

高護海さ

北養北止
な

校示い

学校告て

等学

定
規。

にと

号こ

９い

第

珠

日丘

物
る
す

道
海

北
、

校
学

）等

月高

館、） 別は課 石
白
幌

札

西

類条

北号
番
階便

６郵

し ２

な
し目

出丁

提７

を

け 規

備明でな の

整証ま
ば に

れた定れ 定

さしに

の
品

いでよるな

て者め

北
、
校
学

等
高

の
借

貸
賃



こ約名所

者員る契

アイ

る部。関

あ一とに

での

申税事

を免る在 かにす

北 海

号アイ

に入る捨税

落

た業札 分 掲札落額て事

額加金者者 の 札 げ金を

決 る

と 定 入に算額で

相っ

に 札係し）あにな

当 及るたをる

道 公 報

８９

開

落北項当契要そ

１月

書 道札 規り

札約 海のた

時 に単 の作

財の 定の 者

り）

決成 規に よ価の 務

定を 定の 則お

第

６７
説

開開札札交交

入入入

金書 札札付付 証明

札保

証 場日場方 、交

はの 保

免付

号

入
平
成

札 十
四
年日 十

者担

出業を称地

し事務

といす北郵電

こが当

る

組道番番

。るる海便話

の育

だき織教号号

たと

しは

、、名庁

落共称石－－

札同及狩

－ 者企び教

す者

た び消金もか当た

て税るは

っ こ費額っ免

て の税

額落

は 公及当落事金、

価者を札

、 告び該札業

方額格で入決

入 に地金

書 め消にとあ札定

札 定

に速

に る費１する書後

のを記や

記 入税円るか

載 札未

すに

さ に以満で問載か

い

れ 関下の、わ

たっ否他

昭て めも 方要

２ 予て

和、 法

定 格

北規 価札

年に 定入

海
道す 有

当入

則資 月な

規る １効

を た札

第格

除に

。し の限

号有 りに

る

るす

所時金す関所法

。

事北北

同道道場

にに項海海の

。幌育で

じじ札教所

同

央狩す

中石付

市庁交

。

区教る

一
月時

一
日

平と
）

成郵。

送
に 年

金よ
る 月

曜場
合 日

日

が業所育 は

共体在局北

内 企費画道

同消地企海

体等務幌線 業税総札

の免課市

場税中－

合事央
条

っ申３

あ者北

で業区

端入ずる消

、書西

て出

た す

と税

金 る消数札、こ費

参積。等

額 条費がに見

に等る加もの

に 件税あ

た税 該 違」とすっ課

当

いは者１事 金 反ときる

者 の たう、は月業 額 し
入。そ、当

札）の消たで

のる の

はの端費りあ 分

扱金等契か ５

、取数税

）

下い 価。

以な 単る

無

者 ）
限者 務し 制た 財の のし

」札 範落 則入 のを 規た

でと い財 内者 と、 囲札

則 ）低る 。規 最す う務

画

条企

３局

北育。

の。

）、 金

目課

丁務

７総

西 前成

午平

時年
月

の提丁

そを７

に
で

ま
日

成す

構出目

ソを

達ー達

調パ調納契

に

るルる

すナす入約 を

係金税 相

効い額に約免

の業

す切る額事 当

とを

協１

。
るすり課

北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成 教札

おこ用 育

りのを年に 庁

付 一入受 後

般札け月 志

価第 第

格

条 条
第１各

． ． ．

．． こ詳

の細

入は

札、

こ
の

着
必

の入

札

の語入

約本の

契日こ

期期 物コ物

続び及

手及

ュの日間

等ピ等

品ン品

平でが

称タ様

名ー仕

の

平り

び成成、有

及等平

数２

る

量式入年年成得

札１１

１説月月年。

明６６ 月

競にる１

す

教

争係。日る 育

入る事 局

札調項 告 道

達 示 教以は 第

育下、 ４
号 庁入

後

」４

札年

志と月

教北 い

執札

行説

は明

、書

公に

開よ

する

る。

。

は

い国約

お本契

に日び
手

用達

使調

、貨、

て通

等

及止

語停

言の

る続

す

当台書日日月

び

た×及か

要）３を

り２び月ら日

単求月限

の校

度 価普仕

該

科書ま当

）通様日に
期

るた約

よ。契

）にで

う日海

、を

し間

。だ

育。マ道

局

をケ育

）ラ教

告実シ庁

示

育

る作教

すで志

施ュ後

府
政下

た
れ長

さ局

。成

。
る

得
り

貨有

通が

一
八

囲こ

範る

のす

算長

予延

す治

関
に清

達
調田

内と る



６

入開開札
入入

平 札保

成

札札札証

十 保金

四 は

年

証 日場日、

十 免

北 海

４５

約 審海海札入

契北北入

項 を虻教行

条 査道道執

っ郡庁場 を 行田育の札

知志及 す場 た倶後所 示
と

道 公 報

申

条とら

るるなアイウ

請

付ろい請

件こな申申
のの 般よ類

一に。書 請

争、提

競りの

第

３

当こ当る件こ

資るあ条
の をが該と該こ付

格道

。般
入 有行調を調と一

物明物競
札 すう達証達

、 こ名品し品争
は る指

地 と競にたに入

号

２
にい成

納札の平

入次
参ず

るも海

すに北

加れ年 入
者該道 場

一 除

月 時所時金す

一 る

日 。

平と
）同同

成郵。にに

送
に 年じじ

金 。。 よ
る 月

曜 場
合 日

日

町育日所

き安教び 場

は

北

審１企

、北局時

は所
査条画北

海 結東総海

丁課虻教 会 果２務道道

請郡庁 室

申目田育 議

を
に知志

者倶後 」

先

入２出

時方

通安教 郵

札の期法

るび平申け郵北

あ及
で

成請れ便海

書ば番道

の
でに

のら育

、掲年類な号教

入げ

庁 札る月提な

志

に資１出い－後

参格日先。

教 加をかの

でし参
方 。争関者関札

資
治 札、あ、加

自 入し
関速こ求格
法 に迅る要

。様審
行 すなと仕の

施

指フ書査
令 るア

サ載

和 をー記

昭 名タに

停

当告

政 さビ要

年 止ーの

要る第

所必す示

に
なこ

道は

海格。又

北資と号

茂成

喜平

別

平
）、 木

学海

等北

高年

前成
午

時年
月

北局

知町送育

に
で

ま
日

る 。条画
よ る１企

に す

） は 丁課 合 ２務 場 東総

後号
道番
海便 北郵

、 目
志

示北局

し有ら指育

よす

まよ道画

うる日に海企
田務

すどでり虻総

とか

し倶

者か成郡課

るう作

ア査申安

、審た知

はの

類１

ら申書北

かを請町

令 れス件

ましを条

ウ請

いメを

第 て・等

ナし

） いテた

号 なン満

とンて第 こ
。スい

の

制と５

体この

のる条

校道

備明の

整証２

がを

道号

海９

北第

び示

及告

学る

等す

高定

平規

古に

こ
の

着
必

の
品

校物

本のの細

契日ここ詳

イ

札札入

の語入入は

所約
続び及の札

手及

支
庁－
３
階

者員る契

イア

税

落でのこ約名
関 の 業札あ一とに 分 事
者者る部。

とかにす

丁

にけ出２

でな提東

で

めばな目

定れし

て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額 の時決 る額加金

の

者に

れた定

さし規

入等

いでよ

て
９

１当

海 交交のり

落北項た契

財定単 者書 道規の

札約

賃

よ）

務に価 の作 付付

札

一こ平入

７８
の
借
貸

説

連の成

の契
海の

達を北書

調約年明

行明

に日び執説 在 契含

、に

い国約は書

お本契

る

使貨、公よ

地て通は
る

郵電す達す。

用調開
の

番番言続。

便話る手

及停

号号語
び止

通等 － －

っ申税事

あになを免る
を称

か当たし事務

る相
るはる者担

免す者出業
いす北

事金、こが当

税
を札。るる海

業額落と

織教

で入決たと組道

者

後しはの育

あ札定だき

後

かに速、、名庁

る書

し）

に定

を記や落共称

い当 及係たを

おに 札に
こ消額っ

てた びる金も

２て の費て

、っ 他

告及該札

には 公税当落
額格

定入 にび金価

規、

る書 め方にと

す札 定地
入費円る

資に る消１す

成 規

を載 札税未の

格記

定も 定の 場方則りを

決
法法たて否

昭めっ 方要

予入

和 所

価
年定札

北 北北
道道場効

海 海海の格有

道

育で月入

規 虻教所１な
たに

第 郡庁交当札

則 田
倶後付

育に

に一教付

約む道交

る調後す

すの庁関

関連
育項

項契教事

事達志る
１
最第

ち示
う告

の局
約

貨が

初

有 －り
得 北

る

田線 虻内 道。

海
郡

一 倶

九

載か札同及志
北
町

安
知

所育

わすに者企び教

問

費共体在局

ずる消が業

画

見と税同消地企

、こ
もの業税総

積。等企費

た税の免課

っ課体等務

で業

月業合事

１事場税

りあっ申

たであ者

当者

有さ に満で

す下端入

しれ 関以の、

い金 る数札

なた

件費あ参

者額 条消がに
とす し当 に税る加

のに

入金 反」きる た該 違等
たい、は 札額 しとは者

入うそ、 、の

財札。の消

は）端費 分 務

教るのる

号 知志すり限
価）

以 町育。単。

。 安
１企）し

下 北局

務 東総制も 財 条画のた

則 丁課のを 規 ２務限の

い内者 と囲札 」 目範落

に
約
契

の号

最す うでと

東
条

１

告
公

の
札

入
る

係

か、書

のるて出

目
丁

２

出

金税の提

約免そを

契
税 の 規

の業成す

額事構

第無取金等 ５ 則、の数

効扱額に に
相 といを係

各るすり課

す切る 条当

価 第の。 ）低る 。

。

第月
１ 条



３４

海話札入

格契北北電入

が条道道番執

を道約海

の

す行項帯教号行札

有
るうを広育

場場 こ指示市庁

所

３勝及所 － と名す東十

。競場

北 海

２

調ア調納納札の平

入次

達イ達にい成

をスを入入参ず

場すに北

すク要加れ年

物ーるるも海

るリす期

品ム物限所者該道

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成札 教

に お 育

り年関 庁

す 一 十

般月る 勝

競１事 教

争日項 育

第

．．

号

．
．

平
成
十
四
年
十

び

入南育日 － 争所条教

時北 札３局

海

総帯 内 関目画道

に丁企

市

る務広 線 す
指課

東 名学

３

止理南

停管条

を校３

す示

の充品に当告

さ係

の平北要る第

名て等必

称ん
及機仕成海なこ

道資と号 びほ様

広は

数か等年帯格。又

業成

月農平

量１
入
台札日高

説等年

入

書）校海

明金学北

局

札 告 道

示 教以 第

育下
号

８

庁入

十

」
札

勝と

教

う海

い北

育。道

一
月
一
日

金

曜

日

道

い海

な北

い
て目

れ丁
教
階
４
庁
支

。勝

と十

こ

９

。第

る示

よ告

に道

育 の
品
物
る
す
定
規
に
号

局

を育

）教

告実庁

示

長
局

。育

る教

す勝

施十
川

井

室
議
会
局

で約

る捨税相者契

アイ
す札あに

落額て事当落

金者る者る関

札をた業

購

算額で金とかす

決加

資
の
入

９

開に入

財て契要そ号

っ

金

規札 札書掲札

務入約

の 則の 作げ

効の入に

第時 有成る額

校

７８
弘

交交お理札

郵可な管落

便
付だ郵あの にた、係者

にに定 るし送て決 よ 付

５６
場方、

入保第う入

入以証入。札

札金札）説 札
保にを保第明 条 下

書 の 消 参納証

の ７ 加付金定 日場日

札札札

入開開

申事

にし）あ額なをる

入たし務

当たをるをっ

っ免札者出を

た金もか

てて税書はる担

っ額

とす

は当落事に、こ当

載札。る

、該札業記落

額格です決組

入金価者

後の

書にとある定織

札

るかと速名

に１するこ

に

載未のを。や称

記円

な要札係
消 第い 入否他及る 条お

税 項、 にこ費 １て 札び
の 規に る公等 の２ 限の
扱 に定 ）に取 定規 。告

る りる ためい よす し定
を 落札 め格 を入 定資 者

札便る成法

郵よ平方 入

所法

に場
よ合年

りは 北北
海海の入、月

道道場札郵

でし番ま

帯教所を便日

者に

市庁交た号で

広育
東十付

必 ３勝すは

及条 証費

条教る再－着

る納付 びか 税 しすの交

」 うこ付に 北ら 等 金よ
と ととの関 海第
す 道 い す。免
、ま事 務 う る除条る 財

の 則 ） は納で項 規 。 者
当 そ方定

相 、付

を 者等る 和 額 の法め 昭

含 のはと

時所時
同同

成にに

平
。。

年じじ

月
日

、わにび

さ満で問か及

費在

た端入ず消所

れの
額がに見税地

金数札、

当る加もの

にあ参積等

金きるた税 該とすっ課

の、は約業 額は者契事

そ、金者

の消額で

予有 札に た

端費のあ 分

する 価な とす 定し 者関

制の 。件 の者 る条 格い
し 範入反 のた違 限しに

務札 で財入 内、た 囲札

の

は 最

南育。度

こ ３局入
海

目画に北。

丁企札と

る育

課す教

務加道

総参

理が勝

管と十

校こ庁

学

、こ 年

な局
き育

係で教

方に 海 。 積地ろ 北 む 見

治る 規 の っ自よ 道 ） も
た
契法。 則

の
約施第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当

消昭以 相
税

時
１

後
午
）

火

及年財 る

分

二
〇

る の数税

か ５

税 相の 額に免 に分 金等
を係

事 当切る

の則、 低規

すり課に業

効 価第無
と 格

画
い企

。

も各る
す を条

び政務 額

学
課
務

）総
。

」 の
方第則 上
地令規 以
消
税札）い

費号と 入



３

道当こ当る件こ

るあ条

平 の が該と該こ付

成 入 行調を調と一

十 札 う達証達。般

四 は 指物明物競

年 、 名品し品争

十 競にたに入

北 海

２

納納北札の平を

入次格
す

海にい成有

道参ず
に北こ

芽加れ年る 入入

。 期場高るも海と

室す
等者該道

道 公 報

１
札調パ調契

入

約 をソ等を に達ー高達

するル校る

すナ学す 付

物 る期 物コ
品ン台品

第

る 北

次な協 海

のお定平 道

と、の成 教 詳こ

おこ適 育 細の

りの用年 庁 は入

一入を 十 、札

般札受月 勝

競にけ１

入の

教

争係る日

札執

育 説行

号

及 在札
入

名所の
こ

アイ

地 称地契
び

一 方 争関者関札

月 自 入しでし参

一 治 札、あ、加

日

速こ求格
法 に迅る要資

様審行 すなと仕の施 関
指フ書査令 るア。

金

和 をー記昭 名タに

曜 停サ載

止ーの年日

す示

学に当告

政 さビ要

、要る第

日所校必
北なこ

道格。又

が平海資と号

池は

有成
り
る１高成

得年田平

。月等
及海

日校北

６学年

のュ２の間

等ピ×等 事

で

称タ及様

名ー校仕

項

平

び特成、

及び等平

数一殊

量式教入年成

育札１

１諸説月年

北月学明６

海当校書日月

道た７及か

入る。 局

札調

明は

告

達

書、

示 に公

以は 第

下、

よ開

９ るす

号 。る
。入

と月
」４

札年
い

北郵電、
は

約

。マ
う日

号手

道番番達

海便話調

育続

教号

の 庁

停
止 － 十－
勝

等 － 教
育が
有 局北

メを第 て・等令 れス件

い
なン満

て以

こナし。

いテた号

のる

。スい下

とン

と

がを」

制と令

体こ政

北告

月び道

備明い

整証

規

広に

帯号

道９

海示

）

賃
の
品
物
る

校す

学定

盲

の要３を

教り台びら日
度

庁単計求月限

育

仕 十価

）書ま当

勝）台様日に
約

局よ。契

育にで該

教

を

井し間

。だ期

長るた

をケ
）ラ

算長

川予延
、

。成
る作

すで
施ュ

実シ

り

達
調
府
政
た
れ
さ

線 総帯る 内 画道得

企海
務広。

課市
学東

目
丁
係３
理南
管条
校３

第

て者）

れた。

さしう

いで
９

た開

北項当契要そ

１月
定の書 道札 規り

約 海の
よ価の 務時 に単作

財の

６７８
資
の
借
貸

札 開札札交交

入入入落
の 札付付 証明者 札保説

こ
範る
のす

はの 保金書

５

内と

弘囲

札札札 行
執
札入入開

入

４
す
関
に

場
の

道

約 審海海

イウ契北北

項 請を帯教

条 申申査道

類っ市庁 を 書行広育 請

者かア

はの
を請 ５ア査 の、審申 条

お り）
成 規に ら申 のか

い 定をの 則

、 たっ否他

昭て めも要

２ 予て

和

定 格
北規 価札

年に 定入

海
道す 有

当入

則資 月な

規る １効

を た札

第格

除付 証定 日場方 免交

決

時金る関所法法

すに方

る
。す
事北北

所

同道道場

に項海海の

市庁交

。広育で

じ帯教

所

び
及場日場 所

東十付

時
日所時

平と 北議

成郵。に 海室

）同 送 道

。

に 帯十北年じ

よ 広勝海

る 市合道月
場 東同教

と３勝 す

のた東十 示 の

所南育

出き条教 場 方提

画

審丁企

、３局

法先は

便海結総

申け郵北査目

を課

書ば番道果務

請れ
のら育申

類な号教
庁請 提な

のウ請 ２の
出い－十者

にけ期 定でな 規時 まし
るな平 るめば よ定れ に
件
とら成 条
こな

一
ろい年 付
に。
り１ 競

よ月 般

単る

。し の限

号有 りに

者 ））

下い 価。

以な

限者 務し 制た 財の のし

則入 のを 規た

二 」札 範落

一

でと い財 内者 と、 囲札

条教る

３勝す

最す う務

総
目画
丁企

３局
南育。

条舎庁合 ３庁育日

課
務

３勝）、 南）十水は

目送育前成

丁郵教午平

に局

海る画

北よ企時年

十合務

月 道場総

庁郵ま 支、）日 勝は課

勝に 先。

教通 の

海企る

示北局す

指育知

広務

り帯総

よ道画。

に
申条

た３

し東

成市課

作

２か 入
、日 争

書３

請南

で
のら 札

で の
びま る

及日 あ
資 に

る 札
げ 入

掲 、
に で

則 ）低る 。規 を 加
格 参

価第 第の。
格

条 条

必

階番に ４便で

第１各

育着

教号

の 局 し
出
提

を目

類丁

会－こ

す
か と
る う

す よ
有 し

な るう
ど



．

北 海

．．

道 公 報

のの細

契日ここ詳

アイ

、

の語入入は

名所約本

在続び及の入

手及札札

お本契行説

に日び執札

第

る捨税者契

イ
落で約 事 額て

者る関

業 をた台札あに

算額）とかす

者 加金分

申事

あ し）のなをる

で

っ たを

号

に入

号ア

平掲札落

成札 げ金
十決 る額
四定 入等

年に 札に

十当 及係

道

公

安

委

員

会

て通は、書

い国約は明

調開よ

使貨、公に

称地

る。

北郵電す達する

用

番番言続。

海便話る手

育及停

教号号語の

道

び止 庁

通等

貨が － 十－

勝

有 － 教

る

たし務

免 額っ者出を 分 か 金も

税 てはる担 の

、こ当 事 当落

札。る

業 該札に落とす

で 額格当決組 者 金価相

する後の あ にとす定織

や称 か 円る金速名 る １

問 満でをか及 を 未の額

わ の、入にび

一た びる

月っ こ消

一て の費

日

地

入 にび

、 告及

は 公税

書 め方

札 定

金

記 入費

に る消

曜

さ に

載 札税

日れ 関以

告

示

育り
得 局北

る

広線 総帯内 画道。

企海

務
課市
東

入札消所

目
丁
３
南
条
３

税地 、 数札書費在 ず 端

の 積 あ参記等 見 がにに

税 っ

とすす課 も る加載

業 １

は者こ事 た

きるる

で 当

そ、。者 月

、はと

数税る り

端費あ た

の消

金 る

た す下

金等か の

等

当 に税

に 件費

額 条消

たい額 しと金 反」該 違
入うの

札。

又

無取５

、のの

は）分

定定定は

概要検検検検

造式請称 定の 製型申名

又代製う型式の
２

年有

遊型 表 定定は造事

検検

所技技 者 の申名又業遊

の概要検検

１

有請称は

遊遊型製型定

事
う型式

免 契

年 造 所技技式定 業

切る事 金

を係税 約

額に
で平

のの
務た

り課額業
検又代製 正、成

適

定は造 化同

申名又 等規年表

請称は 者 に則

す当

とい相

効扱に

第月

条

。
るす

北

遊の 海

技遊 道

機技 公

の機 安

認の 委

定型 員

及式 会

月 験のび 番効 業試者及

日号間名所

番氏住 期 者

平第公愛タ

名号
サ

示知イ 成 ミ

の県ヨ ー

日名ー 年 株

古エ 式

１成市ッ

会月号平屋レ
西ク

社

日

の 者及検の機機

年区株

期氏 のび査所のの 効式

地類分名

氏住を在種区

間名所名行

公東サ代埼ぱ遊
ん機玉

示京ミ表玉ち技

締川この緒

の都ー取県

島式役越遊認で

日豊株

機及ッ

平区会市技定ド

池見台びカ

成東社里南

業 の機機試

年袋一型ン

区番 者月 所のの験番 式

地類分名名号日号

在種

平第 サ 埼ぱ遊

成 ミ 玉ち技

県ん機玉ー

年 川この緒株

越遊認で式
ッ社１

市技定ド会月号

一型ン

台びカ日

南機及

び査 す９１の 者及検 関
法第氏住を る氏 条日の

東サ代 項
律１名所名行

都ー取 和規京ミ表 昭の
定豊株締

り区会 法よ島式役 年に
示池見 第公東社里 律

びに

袋

告

型関 示

式す 第

のる
検技
定術 号

るに
す格

関規
にの
等上

見式

則合
規適

１町社

月寄会

日

式！

間
年
３
ら地 か番 ）

二丁

月丁治目の！
検 １目

番定 日
号関

か２８に

）番地等
６

第
則

間規

年る

３す

ら

目の！

丁式！
検

規
る

す
関

８に

地等

番定
６

第
則

す北

目 。道 ）丁治 る海 号二

公 第

安

項

会 ４号 員 第２ 委 条番

し
い

佐 を
定

長 検

員 の

委

る
和い
昭て

安
公定

家検
国の
年旨

二委風

二

第
条 則等

規業
会営

員俗

野 う

イ
号
１

第
条

イ
号
１ 規

第の
っ

男 行
を

文 ）
。

６業
第び

）及
号制

４



型式の概要検検

５

平
成 遊遊型製型定

十

造 技技式定

四 機機試年

年

月 のの験番 式業

十

北 海

造事

検検検検又代製う

の申名又業 定表 定定は

検の 年有請称は所 者 定
月のび査所 番効の 者及

道 公 報

又代製う型式の概要

４

業遊遊型製型 表 は造事

造 称は所技技式 者
名又

験 式業 の 及検の機機試

び査所のの

第

型式の概要検検検検

３

定の 遊型製型申 定定定

業 機試者 年有 造 技式請

月 の験の 番効 式

号

者
又業遊 表造事

代製う
査所の

の検の機

は所技

種区番 者

一 類分名名号日号月
一 平第 サ ぱ遊日 成 ミ ち技

ん機爆ー

年 このモ株

遊認ギ式

技定く会月号金

びも日

機及だ社１

曜

式王
型の

日

名行地

氏住を在 期氏

の

公東サ代埼

日号間名所

示京ミ表玉

平第
成

の都ー取県

日豊株締川 年

島式役越

東社里南

月号平区会市

池見台

１成

日

二丁

年袋一

在種区番 者 氏

月丁治目

名行地類分名名号

住を

所

サ サ代埼ぱ遊

ミ ミ表玉ち技

ー取県ん機爆ー

株締川このモ株

定く会

式役越遊認ギ式

社里南機及だ社

会市技

丁式王

一型の

見台びも

間名

区番氏 期 者

治目の

平第公東

分名名号日号

タ 遊

示京 成 イ 技

の都 機そヨ

日豊 年 のれー

島 認打エ

１成東

定てレ月号平区
池

及雀ッ

び士ク日

二

型南株年袋

式場式
会月丁

ぱ

名行地類

を在種 氏

の

名こ

取県ん

表知ち

代愛
西

佐市機

屋技

役古遊

締

等
定

検

子寄

理見

英区

藤

第
条
６
第
則
規
る
す

関
に

１目

番 日
年
３

ら号
か２８

）番地

検

間 規
る
す
関

８に

地等

番定

検社１目

第
条
６
第
則

定日
３

関ら号

にか２

等）番

第
条
６
第
則
規間

る年

す

町

型式の概

８

イ
号
１

地
番

遊遊型製 表造事

代製う 検又

造 は所技技 者
又業 定定定は

の概要検検検

式請称 定の 型製型申名

う型式
７

イ
号
１

年有 造

定は造事

検検検又代製

定の申名又業遊遊 表 定

号
１

有請称は所技技 者

製う型式の概要検

６

イ
又業遊遊型製型定

造事

検又代

年 造 は所技技式 称者 の申名表 定定は

検

の式業 の検の機機 有請

名

を在種区者 氏査所の
回遊ス株

名行地類分名

表玉玉胴技ノ式

代埼埼

のキ社

取県県式機ー会

越山技認ンロ

締川狭遊
大及オ

市市機定グデ

役
及

一中型

澤台字び

谷南

月 験のび 番効 式業試者

日号間名所

番氏住 期 者

平第公東株

名名号

サ株

示京式 成 ラ式

の都会 リ会

日豊社 年 ー社

島ロ マロ

成東オ

ンデ月号平区デ
池

キオ１

ン日

の 者及検の機機
タ年袋

期氏 のび査所のの 番効

行地類分

氏住を在種区

代埼埼回遊

号間名所名
式表玉玉胴技

第公東株

示京
の都会取県県式機

日豊社締川狭遊の

島ロ役越山技認

大及

号平区デ市市機定

池澤台字び

成東オ谷南

検の機機試

年袋一中型

番 者月 査所のの験 式業

類分名名号日

を在種区

平

行地

株 群ぱ遊

成 式 馬ち技

県ん機ク会

年 桐このレ社

生遊認イソ

及ーィ１

市技定ジフ月

町型ン

野びモア日

境機

氏住 期氏 のび 効の 者及
式表

公群株代

間名所名

日桐社締

の県会取

示馬
生ソ役

野ア置

成境ィ井

平市フ

次目田の

鑛丁新式

年町

字検
等

番芝定

地

に
る １す 地関 番 ８

二 規三

二

６
第
則

ロ

１目

ウ月丁
日

式

間
年
３
ら号

か２
）番

二鑛丁新
字検

月丁次目田の

１目

番芝定 日

等 ）番地

に

３す 地 ら号関 番 か２８

式ス

６
第
則

間規

年る １

定ズ

目検ー

丁のタ

七

等 番

定

６
第
則

規
る
す
関 地に

七
１目

月丁男

日

第
条

間
年

３
ら地 か番 ）

号
１

第
条

号
２

第
条

号
２

イ



造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

北 海

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

検の機機試年 造 は所技

月 査所のの験 式業

道 公 報

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

第

検検検又代製う型式
９

又業遊遊 表 定定は造事

称は所技技 者 定の申名

効の 者及検の機機 有請
のび査所のの 番

号

要検 平
成型定
十式 四試年
年

月 験 十

行地類

氏住を在種 期氏

群株代群ぱ

号間名所名

示馬式表馬ち

第公
の県会取県ん

日桐社締桐こ

生平役生遊

広中広機

号平市和市技

沢島沢

成
２２

年町町

を在種区番 者

月丁潤丁

平

行地類分名名号日

株 三ぱ遊

成 式 重ち技

県ん機イ会

年 桑このン社

名遊認デニ

及アー１

市技定ィュ月

型嘘ン

字びンギ日

大機

期 者氏

谷のか

深式つ

下

号日号間名所名

番氏住

平第公愛株代

名名
株

示知式表 成 式

の県会取 イ会

日名社締 年 ン社

古ニ役 デニ

市ー新

ィュ月号平屋ュ
中ギ井

アー１成

ンギ日

区悠

嘘ン年村ン

つ

を在種区 期氏

か月烏司

間名所名行地類分

氏住

技

第公愛株代三ぱ遊

号
示知式表重ち

の県会取県ん機

日名社締桑この

古ニ役名遊認

大機及

号平屋ュ市技定

中ギ井字び

成市ー新

区悠深式

年村ン下型

番

月烏司谷の

一号日 月
一平 日成

年
月 金

日
１

曜

日

１目目

日
）

８

３のの

ら地地

か番番

字定い

部検な

間
年８

山等
す

原関２

之に
る

１森

第
条
６
第
則 １規 番

）三

い日町

な

か丁
ら目
３

字定

１森部検

間地
年番

か丁之に

）三山等

日町

す

ら目原関

３

る
６
第
則 １ 間地規 番 年番

概要検検検検又代

第
条

の 製型申名 定表 定定は

号
１

年有 造式請称者 定

イ
事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

有

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

検又代製
イ
号
１

年 造 所

定表 定定は造

要検検検

称は 者 定の 製型申名又

年有 造式請

の 試者及

技
遊型

式の概

期 者氏 月 験のび 番効 業
号日号間名所名

番氏住

平第公群株代

名
株

示馬式表 成 式

の県会取 会

日桐社締 年 社

生平役 平

１成広中

和月号平市和
沢島 日

式 の 者及検の機機

年町

区 期氏 のび査所のの 効

行地類分名

氏住を在種

間名所名

公群株代群ぱ遊
ん機・

示馬式表馬ち技

締桐このル

の県会取県

生平役生遊認パ

日桐社

機及ザ

平市和市技定ン

沢島沢びサ

成広中広

業 の機機試

年町町型ー

区番 者月 所のの験番 式

地類分名名号日号

在種

平第 株 ぱ遊

成 式 ち技
ん機・会

年 このル社

遊認パ平

機及ザ１

技定ン和月号

の 試者及検

型ー
びサ日

者氏 月 験のび査 番効 業

間名所名行

番氏住を 期
第公群株代群

名号日号
平 株

示馬式表馬 成 式

の県会取県 会

日桐社締桐 年 社

生平役生 平

広中広

和月号平市和市

沢島沢

１成

日

分名
区
の式 機

年町町

遊
ザ
定ン

認パ
のル
機・
技

２

型ー
びサ

及

１目
月丁潤

日
）

ド

間
年８
３の
ら地

か番

２２式
定

１目目検

月丁潤丁の

日

等 ）

のす

ら地地関

か番番に
第
則

間規

年８８る

３の

式ド

６

規
る

す
関

に
等

定
検１

の

２２

６
第

則

１目目

月丁潤丁

日
）

８

３のの

ら地地

か番番

式ド

間
年８ る

す
関

に
等

定
検

の

二規 四

第
条

イ
号
１

第
条

６
第

則
イ

号
１

第
条

イ
号
１



式の概要検検検平

定成 遊型製型定

十

造 技式定の

四 機試年有

年

月 の験番効 式業

十

北 海

造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

道 公 報

事

代製う型式の概要検

又業遊遊型製型定 表造

機試年 造 は所技技式 者

所のの験 式業 の検の機

月 査

第

定は

の概要検検検検又
称 定の 型製型申名 定定

式業試者及 年有 造式請

月 験のび 番効

号

又業遊遊

造事
製う型式

のの

検の機機

は所技技

区番期 者

査所

一 分名名号日号間月
一 平第公 株 遊日 示 成 式 技

の 機ど会

日 年 のろ社

認り銀

定ん座月号平金 及ぱ１成

び２日曜 型年

式日

類

氏住を在種 期氏

の月

代愛ぱ

号間名所名行地

示知式表知ち

第公愛株

の県会取県ん

日名社締名こ

古銀役古遊

市伊市機

号平屋座屋技

東藤東

成
大二大

年区区

在種区番 者 氏

月幸博幸

名行地類分名名号日

を

平 株 代愛ぱ遊

成 式 表知ち技

取県ん機ど会

年 締名このろ社

役古遊認り銀

機及ぱ１

屋技定ん座月

大式

区型

藤東び日

伊市

所

番氏住 期 者

博幸の

二

公愛株

名名号日号間名

平第 株

示知式 成 式

の県会 ・会

日名社 年 ル社

古銀 パ平

１成市

ン和月号平屋座
東

ザ
サ日

大

ー年区

ド

月幸

ぱ遊

行地類分

を在種区

桐この

県ん機

馬ち技

群

び

広機及

市技定

生遊認

日

検１

丁の

２式

町型

沢

年

す３

関ら

にか

等）

定

一一

第
条
６
第
則
規間

る

）目目

日丁丁

１
か
ら番番

３

目等

丁定

一検

間
年号号

に
す

番関

１一

第
条
６
第
則
規

号る

）目
日丁

１

か
ら番
３

定

目検

間
年号

等
則
規

８る

のす

地関

番に

イ
号
１

第
条
６
第

型

造事
製う型式の概要

所技技式

又業遊遊型製

概要検検検検又代

造 は の 製型申名 定表 定定は

号
１

年有 造式請称者 定

イ
事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

有

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

検又代製
イ
号
１

年 造 所 称は 者

申名又 表 定は造

の験 式業 検の機機試

請

号

を在種区番 者

査所の

行地類分名名

千回遊ラ株

葉胴技ン式

県式機ダ会

山遊のー社
イ 武技認

武びン

山及ブ

郡機定レ

び 番効 業の 試者及

町型

名

番氏住 期 者氏 月 験の
東株代

名号日号間名所

平第公 株

示京式表 成 式

の都会取 会

日千社締 年 社

代イ役 イ

成区ブ根

レ月号平田レ
外ン津

ブ１

ン日

式 の 者及検の機機

年神

区 期氏 のび査所のの 効

行地類分名

氏住を在種

株代千回遊カ

間名所名

示京式表葉胴技ッ

公東

のン

の都会取県式機セ

武技認ジ

日千社締山遊

代イ役

山及ー

平田レ郡機定ャ

外ン津武び

成区ブ根

式業 の機機試

年神町型

種区番 者月 所のの験番
第

地類分名名号日号

在

平 株 愛ぱ遊

成 式 知ち技

県ん機ど会

年 名このろ社

古遊認り銀

及ぱ１

屋技定ん座月号

及検
区型

東び３日

市機

行

氏住を 氏 のび査
の 者

取

知式表

愛株代

名所名

屋座
古銀役

名社締

県会

検

原の

木式

区
東藤

市伊

に

山等

刈定

草

関

地る

番す

二 １規五

田友

６
第
則

日目
１丁

月六幸

）
か番
ら

田友木式

間
年
３号

定

１丁草検

月六幸原の

山等

日目刈

）

に か番

関 ら
間１規

年地る

３号番す

定

一検

幸の

大式

６
第
則

に

目等

丁

す

番関

幸博

大二

６
第
則

規

号る

目
丁
一

番

条

号
２
第

条

号
２
第

条

号

イ
号
１

第



毎 代製う型式

週

表造事

火

は所技技 者
又業遊遊

・

の検の機機金 査所のの

曜

北

は

式の概要検検検検又

の 遊型製型申名 定定定
者及 年有 造 技式請称 定

の験のび 番効 式業 機試
月

海 道 公

事

検検検検又代製う型

名又業遊 定表 定定は造

有請称は所技 者 定の申

の 番効の 者及検の機 年
月のび査所

第報

造事

代製う型式の概要
式 者

又業遊遊型製型 表
検の機機試
造 は所技技

査所のの験 式業 の

号

検検検検又 平
定定は 成申名 定

十請称 定の

四者及 年有

年

月のび 番効

十を在種区 氏

日 名行地類分

発

代大回遊行

遊の

取府式機

表阪胴技
及

市機定

役尾技認

締八

幸目式

丁型

本２び

国沼

所

区番氏住 期 者

司４の

大株

分名名号日号間名

平第公 株 遊

示阪式 成 式 技

の府会 機・会

日堺社 年 のル社

市ネ 認パ平

ヶト

定ン和月号平旭ッ
丘

及ザ１成

びサ日

町

型ー年北

式ド

月１

地類

氏住を在種 期氏

の

代群ぱ

日号間名所名行

馬式表馬ち

平第公群株

示 成

の県会取県ん

日桐社締桐こ 年

生平役生遊

中広機

月号平市和市技

沢島沢

１成広

日

二二

年町町

在種区番 者 氏

月丁潤丁

名行地類分名名号

を

サ 代埼ぱ遊

ミ 表玉ち技

取県ん機爆ー

締川このモ株

技定く会

役越遊認ギ式

台びも

里南機及だ社

市
丁式王

一型の

見

氏住 期

治目の

一日号間名所 月
一平第公東サ 日示京ミ 成

の都ー

日豊株 年

島式

月号平区会 金

池

１成東社

日 曜

二
年袋

日

関
に

号等

１定

番検

月丁

第
則
規
る
す

（ ６購 条読

第料

５

等）番

定日４

検１丁
間

る年

す３

関ら号

にか

１目目

第
条
６
第
則
規

日
）

８

３のの

ら地地

か番番

検

間
年８

規
る
す
関

８に

地等

番定

１目

第
条
６
第
則

日

２

間
年
３
ら号

か２
）番

金（ 号送
料
と
も
）は
月
額
三
千
四
百
四
十

定

の概要検検検

イ
号
１

年有 造式定の 型製型定

イ
号
１

造事

検検又代製う型式

申名又業遊遊 表 定定は

検
有請称は所技技 者 の 式定 型製型定

の概要検
年 造

円
）

番期 者月 験番効 式業試
平第公

名名号日号間

株

示 成 式

の に会

日 年 ゃ社
ん藤
ゃ事１成

に商月号平

ん日

効の 者及検の機機
ド年

種区 期氏 のび査所のの

所名行地類分

氏住を在

技

公大株代愛ぱ遊

間名

取県ん機

示阪式表知ち

日大社締一この

の府会
阪藤役宮遊認

松丹機及
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